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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） はが　ゆうこ 男 西暦

氏名 芳賀　憂子 女 1983年10月20日

勤務先名

会員番号 34826 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 佐藤　朋紘 会員番号 7445

推薦理由

推薦者-② 小丸　香余 会員番号 11595

推薦理由

推薦者-③ 小野寺　敦 会員番号 45504

推薦理由

札幌市

・社会福祉協議会職員として、地域福祉推進事業やボランティア事業等を担当（札幌市社会福祉協
議会ボランティア研修センター・白石区社会福祉協議会・現　厚別区社会福祉協議会）
・2014年6月より、北海道社会福祉士会理事として、現場実習指導者研修委員会とケアマネジメント委
員会を担当

１期目の理事で現場実習指導者研修委員会とケアマネジメント委員会を担当し、日々変化する社会
情勢や制度改革などから、改めて社会福祉士像を考える機会となりました。また、日々の業務から
も、制度には当てはまらなケースの多さから、包括的な支援の必要性と各種調整を進めるために、社
会福祉士が担う役割と期待は大きいものと考えられます。
そのため、微力ではありますが、これまでの経験を活かし北海道社会福祉士会のネットワーク拡大・
向上や組織力アップに向けて、継続して努力したいと考え立候補いたします。

芳賀憂子さんは、持ち前の明るさと天然キャラで誰からも好かれるお人柄です。
　1期目は、現場実習指導者研修委員会とケアマネジメント委員会を担当する理事としてベテラン理
事を支えてきました。今回は、さらなるレベルアップを目指し、2期目の挑戦を決意したとうかがいまし
た。
　事務の面でも優秀で大変助かっていると、他の理事からも好評価を聞いております。
　彼女の元上司だった私が、自信を持って理事に推薦いたします。

芳賀憂子さんは、今期、社会福祉士会においてケアマネジメント委員会、現場実習指導者研修会担
当事理として実直に取り組まれておりました。特に現場実習に関しては、日頃の業務の中でも実習受
け入れ、担当者として積極的に学生にプログラムを企画し、実習生が多彩はソーシャルワークを学べ
るように取り組む姿がありました。
社会福祉協議会での仕事では、住民や地域組織と丁寧に関わり、地域の活動を共に考え、主体的に
取り組み、継続ができるようにサポートされており、関係者からの信頼も厚いです。地域の活動は関
係機関専門職との連携も大切にしながら業務をすすめいています。今後も社会福祉士会のために重
要な役割を担い、熱心に取り組んでくださる人材でありますので理事に推薦させていただきます。

芳賀氏は、社会福祉協議会に勤務し、コミュニティソーシャルワーカーとして個別支援と地域支援に
日々取り組まれています。特に、制度の狭間にあるケースについての支援を積極的に展開されてき
ました。
北海道社会福祉士会では、今期より会員理事を務められ、現場実習指導者研修委員会およびケア
マネジメント委員会に従事されました。実際に、現在の勤務先においても、実習生の指導担当者とし
て、未来の社会福祉士の養成に尽力されています。
芳賀氏は、温厚かつ穏やかな性格の方でありますが、責任感が強く、行動力もあり、地域住民及び
関係者からの信頼が厚い方でもあります。
以上のことから、北海道社会福祉士会の事業発展のために、今後もその活躍が期待される人物とし
て、芳賀氏を次期会員理事に推薦させていただきます。

性別 生年月日 年齢 33歳

札幌市厚別区社会福祉協議会


